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この時期を彩る PTA環境委員の皆様による 

クリスマスの飾り付けが今年も行われ、正門か 

ら続く坂道が一段と華やかになりました。 

 

  坂の上にある「希望の塔」の前には、皆さん 

の希望を叶える如く、クリスマスツリーが輝いて 

います。 

   

  ３年生は受験に向けて頑張っています。 

 全員の希望が叶うことを期待しています。 

 

 

 

 

 

  高校での時間のおよそ 8割は授業を受けている時間です。 

 こう考えると、高校生にとって授業はとても大切なものです。 

  「何のために授業受けるの？」と改めて聞いてみたら、「大学に入るため」「学力をつけ

るため」「将来のため」「わからない」などいろいろな答えが返ってきました。 

   

  テレビ番組で、芸能人やタレントが出てきてクイズに答える人気番組があります。こう

した番組を見て、「へ～」「そうなんだ」「分かった」と何か自分の知らないことを知るとい

うことはとても楽しいことです。なぜなら、目の前や社会で起きていることの意味や歴史、

不思議が自分の中で、ストンと落ちていく快感を得られるからです。また、それによって

新たな世界が開けたりするからだと思います。 

 

  授業では、面白い演出はないかもしれませんが、まさにその意味や歴史、不思議を解明

しようとするものです。そして、その面白さを伝えるために、先生方は授業について、と

ても熱心に考えています。 

  

  これからの学びに必要なことは「主体的・対話的で深い学び」です。本校では今年度、“「わ

かる」から「できる」へ”というテーマを設けて全ての授業で共通して取り組んでいます。授業

でわかったことを「応用する力」や発展的に「活用する力」を身に付けさせることに重点

を置き、教科の特性などに合わせた指導を行っています。また、特に「対話的な学び」を意識

し、社会に出てからきちんと自分の考えを相手に伝えられる力を付けさせていきたいと考えてい

ます。生徒のみなさんも自分の将来のために、積極的に取り組んでくださいね。 
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スマートフォンは優れた機器です。これからの授業の中でもスマートフォンを使って学習を進めて

いくことが多くあると思いますし、先生方もその効果的な使い方を研究しているところです。 

 

  でも、日常での使い方、大丈夫ですか？スマホの使い方で２つ気になる点をあげます。 

  １つ目は SNSの間違った使い方についてです。 

  勝手に他人の写真をアップしたり、書き込みをしたりしていませんか？他の人に何か言いたい

ことがあり、それを伝えることが正しいと判断したとすれば、SNSなど使わずに、きちん

と相手に伝えてください。自分の知らないところでの書き込みは、相手を傷つけることになりま

す。 

  ２つ目は体の機能の低下です。 

  これは先日スポーツのトレーニングコーチをされている方から聞いた話です。人間の機

能は使わないと低下してきます。例えば、小さいころからスマホのような画面ばかり見ている

と、目の動きが悪くなるそうです。目の前に置かれたボールの動きを目で追うと、行き過

ぎたりするようになってしまうこともあるということでした。また、ある雑誌には『スマホ

老眼の子どもが増えている。』という記事もありました。子どもなのに老人と同じような目の

機能になってしまうということです。恐ろしいことだと思いませんか？ 

 

  イヤホンを長時間つけているのも難聴や危険察知能力が失われる原因となるというお話をさ

れていたのも先ほどのコーチの方です。人間は雑音と雑音ではないものなど頭の中に入っ

た情報を無意識に振り分けています。街中で歩いていても、車の近づく音で端によけたり、

聞きなれない音がすれば緊張したりするわけです。ところが、ずっとイヤホンをしている

と、この力が弱くなり、本来だったら聞かなければならない話を聞けなくなったりするなど、外部

の音に対してこれがちゃんとした情報かどうかということを聞き分けられなくなってしまうというの

です。これも非常に恐ろしいことだと思いませんか？ 

 

  AI技術に代表されるこれからの情報社会を引っ張っていくのがみなさんの役割です。 

スマホを上手に使いこなし、本来の自分の持っている力を何倍にも伸ばしていってくださ

い。 

 

  もうすぐ新しい年が来ます。令和２年が深沢高校のみなさんにとって素晴らしい年となりますこ

とをお祈りしています。 

  さあ、みなさん、自分を振り返り、より良い自分になるために頑張りましょう！ 
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